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　人ロの動き
一9月1日現在一
男4，266（一2）
女4，341（十2）
計8，607（±0）
世帯数2，262（十1）
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羅
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町民憲章の朗読

式
辞
を
述
べ
る
南
雲
町
長

特別功労者等を表彰

小
川
県
副
知
事

　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
辞

本
田
十
日
町
市
長
　
祝

　
　
　
　
　
　
　
、
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
賓

　
　
　
　
　
　
　
来

　
　
　
　
　
　
　
ご「町の将来」優秀作文の発表タイムカプセルの開封と新たな収納

　
九
月
五
日
、
川
西
中
学
校
体
育
館
を

会
場
に
、
川
西
町
誕
生
四
十
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
小
川
県
副
知
事
（
県
知

事
代
理
）
を
は
じ
め
、
国
会
・
県
会
議

員
、
近
隣
市
町
村
長
・
議
会
議
長
の
ほ

か
、
兵
庫
県
川
西
市
と
山
形
県
川
西
町

か
ら
も
お
い
で
を
い
た
だ
き
、
小
中
学

生
を
含
め
た
関
係
者
は
八
〇
五
人
。
「
町

の
将
来
」
と
題
し
、
小
学
生
（
四
年
～

六
年
生
）
と
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作

文
の
う
ち
、
優
秀
な
も
の
の
発
表
や
十

年
前
の
昭
和
六
十
一
年
に
封
入
し
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
と
二
〇
〇
六
年

に
向
け
て
の
新
た
な
収
納
。
ま
た
、
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
当
重
　
茜
さ
ん
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
盛
会

な
な
か
に
も
な
ご
や
か
な
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

　
式
典
に
際
し
、
次
の
皆
さ
ん
を
表
彰

い
た
し
ま
し
た
。
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◎
特
別
功
労
者
表
彰

南
雲
守
（
中
仙
田
・
6
5
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
八
年

か
ら
三
期
十
二
年

間
、
町
助
役
と
し

て
町
政
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

高
津
冨
士
男
（
寺
ケ
崎
・
48
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
年
か

こ
り
五
期
二
十
年
間
、

繕
町
教
育
委
員
と
し

　
て
教
育
振
興
に
尽

　
力
さ
れ
ま
し
た
。

◎
善
行
表
彰
　
　
　
　
②

　
新
潟
県
立
川
西
高
等
学
校
　
　
－
o

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
　
　
　
翫

　
（
部
長
川
崎
里
奈
．
部
員
2
5
人
）
翫

　
昭
和
五
十
四

年
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル

と
し
て
誕
生
。

平
成
三
年
に
部

と
し
て
発
足
。

地
域
の
福
祉
施

設
、
保
育
園
、

公
民
館
事
業
に

積
極
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◎
「
町
の
将
来
」

　
　
　
　
優
秀
作
文
表
彰

○
小
学
四
年
生
の
部

　
星
名
千
夏
（
千
手
小
学
校
）

○
小
学
五
年
生
の
部

　
小
柳
可
菜
子
（
上
野
小
学
校
）

○
小
学
六
年
生
の
部

　
関
ロ
明
日
香
（
千
手
小
学
校
）

○
中
学
生
の
部

　
高
橋
千
代
恵
（
三
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
霧
柳
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

鰹鰭

　　　盤

　　舞
騒
前列左から、星名千夏、小

可菜子。後列左から、関ロ

日香、高橋千代恵の皆さん



当重さんに合わせ全員で「ふるさと」を歌う

　
　
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
に
一
町
三

　
村
の
新
設
合
併
に
よ
り
、
川
西
町
が
誕

　
生
し
て
か
ら
、
は
や
四
十
年
の
歳
月
が

　
流
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
四
十
周
年
を
お

　
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び

　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
振
り
返
り
ま
す
と
、
誕
生
当
初
の
十

　
年
は
真
剣
に
新
し
い
町
づ
く
り
の
議
論

　
が
交
わ
さ
れ
、
旧
町
村
意
識
か
ら
脱
却

　
し
全
町
一
体
化
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た

　
期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
総

　
合
開
発
計
画
の
も
と
で
諸
事
業
を
進
め
、

　
川
西
方
式
と
も
い
え
る
生
産
性
の
高
い

　
米
づ
く
り
体
制
の
確
立
、
保
健
医
療
福

　
祉
施
設
の
集
中
整
備
、
教
育
文
化
施
設

　
や
観
光
施
設
の
整
備
、
克
雪
対
策
、
下

　
水
道
整
備
等
各
方
面
に
大
き
な
躍
進
を
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当
日
発
表
さ
れ
た
優
秀
作
文
の
う
ち
、

中
学
三
年
生
の
高
橋
千
代
恵
さ
ん
の
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
残
り
三
点
に
つ
い
て
は
本
紙

十
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　
「
川
西
町
」

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
恵

　
私
は
、
自
分
の
家
か
ら
、
川
西
中
学

校
ま
で
の
通
学
路
が
と
て
も
好
き
だ
。

特
に
「
秋
の
帰
り
道
」
。
強
い
風
が
吹

く
と
、
あ
た
り
一
面
に
広
が
る
田
ん
ぼ

の
見
事
な
金
色
の
稲
が
波
の
よ
う
に
揺

れ
る
。
前
に
広
が
る
山
は
、
き
れ
い
な

赤
や
黄
色
だ
。
そ
の
山
に
真
っ
赤
な
夕

日
が
沈
ん
で
ゆ
く
。
こ
の
、
帰
り
道
で

見
る
こ
と
の
で
き
る
「
秋
」
を
、
私
は

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
風
が
運
ん
で
く
る
稲
の
香

ば
し
い
に
お
い
。
私
は
こ
の
に
お
い
が

す
る
と
、
（
も
う
秋
か
。
）
と
、
思
う
よ
う

に
な
る
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
、
川
西
町
の
当
た
り

前
の
風
景
を
好
き
な
人
は
、
私
だ
け
じ

ゃ
な
い
と
思
う
。

　
川
西
町
は
、
と
て
も
自
然
の
多
い
町

だ
。
こ
れ
は
他
の
町
に
も
自
慢
で
き
る

こ
と
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
と
て
も
の
ど

か
で
、
町
に
住
ん
で
い
る
人
も
優
し
く

親
切
だ
。
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㎜
　
町
誕
生
四
十
周
年
に
あ
た
っ
て
　
　
　
　
ま
し
た
．
そ
の
基
本
方
向
を
「
快
適
蕊

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
中
に
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
“
一

ゆ

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
揺
る
ぎ
な
い

基
盤
を
築
き
、
町
勢
の
着
実
な
進
展
が

み
ら
れ
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
幾
多
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
先
人
諸
兄
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
と
、
国
県
を
は
じ

め
関
係
各
方
面
の
力
強
い
ご
支
援
、
そ

し
て
町
民
各
位
の
限
り
な
い
郷
土
愛
の

た
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。
心
よ
り
敬
意

を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
迎
え

た
今
日
、
過
疎
化
に
加
え
高
齢
化
、
国

際
化
、
情
報
化
へ
の
対
応
、
地
方
分
権

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
は
昨
年
、
今
年
か
ら
向
こ
う

十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
第

五
次
川
西
町
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し

ま
ち
づ
く
り
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
多
様
な
経
済
・
文
化
活
動
が
活

発
に
展
開
さ
れ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

快
適
に
安
心
し
て
生
活
で
き
、
町
で
暮

ら
す
楽
し
さ
や
喜
び
、
感
動
が
体
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
言
い
替
え
れ

ば
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
町
で
輝

い
て
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
陣

　
四
十
周
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
わ

が
郷
土
愛
し
育
て
て
四
十
年
、
か
わ
に

し
は
今
新
世
紀
へ
」
と
し
て
あ
り
ま
す
。
”

こ
の
意
を
体
し
、
二
十
一
世
紀
の
希
望

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
川
西
町
長
　
南
雲
　
春
雄
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◆
も
◆
も
◆
噺
◆
噺
◆
奪
◆
奄
◆
う
◆
ら
◆
も
◆
ら
◆
も
◆
噺
◆
噂
◆
傷
◆
噺
◆
も
◆
噂
◆
噂
◆
噂
◆
噂
◆
も
◆
噺
◆
噺
◆
噺
◆
う
◆
ら
◆
も
◆
も
◆
噂
◆
毒
6
F
も
◆
も
・
◆
も
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
象
◆
も
◆
飾
◆
勢
◆
奪
◆
も
◆
寒
◆
も
◆
も
◆
も
◆
も
◎
も
◆
も
◆
墾
◆
も
◆
も
転

　
そ
ん
な
川
西
町
も
、
今
年
で
四
十
年

目
だ
と
い
う
。
川
西
町
に
な
る
前
は
ど

ん
な
風
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
、

祖
母
に
聞
い
て
み
た
。
そ
う
す
る
と
、

祖
母
は
、
昔
は
千
手
・
上
野
・
橘
・
仙

田
．
白
倉
そ
れ
か
ら
中
野
と
い
う
地
域

が
別
々
に
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
。
そ
れ
か
ら
、
　
「
千
手
町
」
が
で
き

た
年
は
、
今
の
天
皇
陛
下
が
生
ま
れ
た

年
で
、
町
に
な
っ
た
し
天
皇
陛
下
も
生

ま
れ
た
し
、
と
い
う
こ
と
で
、
提
灯
行

列
を
町
の
人
が
や
っ
た
と
い
う
こ
と
も

教
え
て
も
ら
っ
た
。
話
を
聞
い
て
、
私

の
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
た
。

　
私
が
、
　
「
今
と
昔
で
変
わ
っ
た
こ
と

は
？
」
と
聞
く
と
、
「
や
っ
ぱ
り
人
口
か

な
。
昔
の
方
が
た
く
さ
ん
人
が
い
た
凶

と
言
っ
た
。

　
川
西
町
は
「
自
然
が
多
い
」
と
い
う

長
所
も
あ
る
反
面
、
過
疎
化
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
ん
だ
な
あ
、

と
思
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
町
は
に
ぎ
や
か

で
楽
し
い
方
が
い
い
。
じ
ゃ
あ
、
そ
の

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
私
は
、

川
西
町
の
自
然
を
生
か
し
た
町
お
こ
し

を
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。
川
西
町
の
自

然
と
い
っ
た
ら
、
ま
ず
米
が
思
い
浮
か

ぶ
。
私
は
ご
飯
が
大
好
き
で
、
こ
の
と

て
も
お
米
の
お
い
し
い
川
西
町
に
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
お
米
を
使
う
の
だ
。
例
え
ば
、
こ

の
川
西
町
が
あ
る
中
魚
沼
郡
は
、
お
米

の
お
い
し
い
所
で
け
っ
こ
う
有
名
だ
と

思
う
。
そ
れ
を
他
の
地
域
の
人
に
派
手

に
宣
伝
す
る
。
そ
し
て
「
日
本
一
お
い

し
い
お
米
の
店
」
と
か
を
つ
く
れ
ば
、

人
も
た
く
さ
ん
集
ま
る
と
思
う
。
こ
の

川
西
町
の
小
嶋
屋
さ
ん
だ
っ
て
、
と
て

も
有
名
で
県
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
お

そ
ば
を
食
べ
に
来
る
そ
う
だ
。
そ
ん
な

ふ
う
に
な
れ
ば
、
川
西
町
も
も
っ
と
に

ぎ
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
な
に
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

将
来
の
川
西
町
を
つ
く
っ
て
い
く
私
た

ち
が
、
川
西
町
に
つ
い
て
色
々
と
考
え

た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
と

思
う
。

　
私
は
川
西
町
が
と
て
も
好
き
だ
。
そ

し
て
い
つ
ま
で
も
、
あ
の
稲
の
香
り
が

つ
づ
け
ば
い
い
な
、
と
思
う
。

　
籔
翔
蓋
離
撮
幾
慈
第
蓋
圃
辮
購
驚
擬
、

嚢
建
棚
套
瀞
娘
諜
類
驚
鞭
譲
ず
、
会
期

諜
製
苑
驚
畢
餓
圏
諜
灘
の
議
建
攣
薄
、

　
櫛
留
鐙
灘
輩
獺
ぽ
．
離
歳
奄
華
穫
辮

簸
纏
鱒
毅
套
議
ぽ
潜
旗
蓼
の
特
魏
響
灘

逡
蝋
強
鹸
事
業
糞
欝
璽
歳
鍛
歳
顯
一
淡
算

懇
認
建
顯
続
臓
灘
．
新
設
棄
翻
謹
馨
藩

媚
磁
籔
垂
欝
集
糞
簾
設
綴
及
び
欝
遜
鷺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

醐
讃
叢
棄
例
登
難
設
建
鑓
常
懸
委
鐵
糞
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

驚
特
謹
慧
離
成
難
鶴
獲
鮒
欝
騨
鰍
般
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

套
謙
繍
藍
雛
算
蹴
第
董
簿
耀
登
羅
淡
馨
　
8



◆
川
西
町
農
業
の
現
状

　
川
西
町
に
お
け
る
稲
作
農
業
は
、
昭

和
四
十
七
年
度
か
ら
の
第
二
次
農
業
構

造
改
善
事
業
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
集

落
を
単
位
と
し
た
ぐ
る
み
型
の
生
産
組

織
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
県
営

ほ
場
整
備
事
業
及
び
県
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
の
実
施
、
高
性
能
の
田
植
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
等
の
導
入
に
よ
る
機
械
化

の
推
進
な
ど
に
よ
り
効
率
的
な
生
産
が

行
わ
れ
、
高
品
質
米
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
平
成
七
年
産
の
一
等

米
比
率
が
九
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
中

魚
沼
郡
で
は
ト
ッ
プ
で
あ
る
と
と
も
に
、

田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
機
械
一
台

当
た
り
の
稼
働
（
作
業
）
面
積
及
び
生

産
額
が
、
魚
沼
地
域
の
中
で
最
も
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
一
見
、
好
ま
し
い

生
産
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
生
産
組

織
の
現
状
は
、
第
二
種
兼
業
農
家
の
増

大
、
農
作
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
に
よ

り
、
担
い
手
が
減
少
す
る
な
ど
、
そ
の

基
盤
は
不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
状
態
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、
町
農
業

の
衰
退
が
現
実
の
も
の
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
実
際
、
農
業
就
業
人
口
の
う
ち
六
〇

歳
以
上
の
者
が
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
平

成
七
年
）
を
占
め
る
一
方
、
新
規
就
農

者
、
青
年
農
業
者
と
い
う
べ
き
二
〇
～

四
〇
歳
の
割
合
は
、
魚
沼
地
域
の
中
で

最
も
小
さ
い
数
値
（
三
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
生
産
組
織
の
現
状
と
課
題

　
現
在
、
高
品
質
の
米
の
生
産
を
効
率

的
に
行
っ
て
お
り
、
農
家
か
ら
の
期
待

も
大
き
い
生
産
組
織
で
は
あ
り
ま
す
が
、

①
　
生
産
組
織
の
中
心
的
担
い
手
及
び

　
そ
の
後
継
者
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

　
こ
と
。

②
生
産
組
織
の
活
動
の
利
益
が
兼
業

　
農
家
に
広
く
還
元
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ー

　
タ
i
等
に
は
作
業
労
賃
等
と
し
て
し

　
か
還
元
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

③
兼
業
化
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

　
組
織
の
中
心
的
担
い
手
は
も
と
よ
り

　
補
助
労
働
力
な
ど
の
人
手
確
保
が
困

　
難
で
あ
る
こ
と
。

④
農
作
業
受
委
託
が
主
流
と
な
っ
て

　
い
る
た
め
、
農
地
の
流
動
化
が
進
ま

　
ず
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
認
定
農

　
業
者
等
の
町
農
業
の
担
い
手
が
確
保

　
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
機
械
・
施
設
が
経
営
規
模
に
比
べ

　
て
過
剰
投
資
と
な
っ
て
お
り
（
特
に

　
経
営
規
模
が
小
さ
い
生
産
組
合
）
、
こ

　
の
こ
と
が
生
産
組
合
の
経
営
（
収
益
）

　
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
。

等
か
ら
生
産
組
織
、
さ
ら
に
は
町
農
業

の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
平

成
六
年
三
月
に
「
川
西
町
農
業
農
村
活

性
化
長
期
構
想
」
、
七
年
一
月
に
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
「
農
業

経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
構
想
」
を
策
定
し
、
町
農
業
の

維
持
発
展
の
た
め
の
対
策
を
実
行
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

①
生
産
組
織
リ
ー
ダ
ー
の
高
齢
化
と

　
後
継
者
難
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織

　
の
再
編
・
統
合
と
法
人
化
を
図
り
、

　
多
角
経
営
の
実
践
、
基
幹
従
事
者
の

　
雇
用
安
定
、
農
用
地
の
利
用
権
設
定

　
を
促
進
し
、
組
織
経
営
体
と
し
て
の

　
基
盤
の
確
立
を
推
進
す
る
こ
と
。

②
認
定
農
業
者
制
度
及
び
農
用
地
流

　
動
化
制
度
並
び
に
低
利
融
資
制
度
等

　
を
活
用
し
た
規
模
拡
大
や
、
複
合
経

　
営
の
取
組
に
よ
る
経
営
改
善
を
促
進

　
し
、
個
別
経
営
体
と
し
て
の
基
盤
の

　
確
立
を
支
援
す
る
こ
と
。

③
新
食
糧
法
の
施
行
に
対
応
し
た
米

　
の
有
利
販
売
及
び
特
産
品
の
販
路
拡

　
大
を
図
る
た
め
、
宣
伝
・
販
売
体
制

　
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
ブ

　
ラ
ン
ド
の
確
立
と
販
路
の
安
定
確
保

　
を
推
進
す
る
こ
と
。

等
で
あ
り
ま
す
。

　
生
産
組
織
の
再
編
・
統
合
、
法
人
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
三
月
に
南
部

生
産
組
合
が
農
事
組
合
法
人
南
部
に
組

織
変
更
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
法
人
化

に
つ
い
て
他
の
生
産
組
合
も
検
討
を
進

め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
計
画
と

し
て
は
、
個
々
の
生
産
組
合
の
法
人
化

を
進
め
る
と
と
も
に
・
現
在
の
機
械
施
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
利
用
組
合
の
地
区
を
単
位
と
し
た
四
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
織
に
統
合
し
、
最
終
的
に
は
全
町
を
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網
羅
し
た
一
つ
の
組
織
体
（
仮
称
”
川
　
8

西
町
農
業
生
産
セ
ン
タ
ー
）
に
統
合
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

①
利
用
料
額
と
小
作
料
額
の
違
い
に

　
よ
り
、
農
地
の
集
積
が
進
ま
な
い
こ

　
と
。

②
生
産
組
織
が
集
落
と
い
う
地
縁
的

　
な
ま
と
ま
り
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

　
ま
た
、
各
集
落
ご
と
に
農
地
等
に
生
・

　
産
性
の
違
い
が
あ
る
こ
と
。

③
法
人
化
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
明
確
化

　
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
組

　
織
内
で
の
法
人
化
の
気
運
が
高
ま
ら

　
な
い
こ
と
。

④
法
人
化
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

　
通
年
雇
用
の
確
保
等
の
た
め
、
経
営

　
者
の
経
営
努
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
。

⑤
法
人
化
に
伴
う
経
理
等
の
事
務
作

　
業
に
精
通
し
て
い
る
者
の
育
成
・
確

　
保
が
難
し
い
こ
と
。

⑥
生
産
組
織
の
合
併
に
当
た
り
、
財

　
産
の
処
分
方
法
が
間
題
と
な
る
こ
と
。

⑦
独
自
の
販
売
ル
ー
ト
、
ブ
ラ
ン
ド

　
等
を
持
つ
こ
と
に
は
、
困
難
が
伴
う

　
こ
と
。

等
の
理
由
か
ら
、
生
産
組
織
の
再
編
・

統
合
、
法
人
化
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。



◆
国
、
県
の
農
政
展
望

　
国
の
農
政
の
展
望
方
向
と
し
て
は
、

平
成
四
年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
し

い
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
方
向
」

　
（
通
称
”
新
政
策
）
に
基
づ
き
、

①
個
別
経
営
体
で
は
一
〇
～
二
〇
ヘ

　
ク
タ
ー
ル
程
度
、
組
織
経
営
体
で
は

　
一
集
落
な
い
し
数
集
落
（
主
た
る
従

　
事
者
が
三
名
の
場
合
、
三
五
～
五
〇

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
相
当
す
る
程
度
の

　
経
営
規
模
を
持
つ
望
ま
し
い
経
営
体

　
の
実
現
。

②
経
営
感
覚
に
優
れ
た
効
率
的
・
安

　
定
的
な
経
営
体
が
生
産
の
大
宗
を
担

　
う
農
業
構
造
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

　
の
創
意
・
工
夫
を
生
か
し
て
実
現
さ

　
れ
る
よ
う
、
育
成
す
べ
き
経
営
体
に

　
農
地
の
利
用
集
積
が
行
え
る
よ
う
な

　
土
地
利
用
、
農
作
業
受
委
託
等
の
仕

　
組
み
を
整
備
。

③
生
産
組
織
な
ど
に
つ
い
て
は
、
経

　
営
の
効
率
化
、
近
代
化
を
図
り
、
熟

　
度
の
高
い
も
の
か
ら
法
人
化
。

④
意
欲
的
な
農
業
経
営
体
の
自
主
性

　
を
生
か
す
と
と
も
に
、
生
産
者
の
顔

　
も
見
え
る
流
通
に
対
す
る
要
請
の
高

　
ま
り
に
こ
た
え
る
た
め
、
米
流
通
に

　
つ
い
て
、
産
直
ル
ー
ト
の
拡
充
な
ど

　
販
売
方
法
を
多
様
化
。

等
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
平
成
五
年
に
は
、
認
定
農
業
者
等

に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集
積
、
こ
れ

ら
農
業
者
の
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を

促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
「
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
が
、
ま
た
、

平
成
六
年
に
は
、
米
穀
の
生
産
者
か
ら

消
費
者
ま
で
の
計
画
的
な
流
通
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
、
米
穀
の
需
給
の
均

衡
を
図
る
た
め
の
生
産
調
整
の
円
滑
な

推
進
等
を
講
ず
る
「
主
要
食
糧
の
需
給

及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
の
農
政
の
展
開
方
向
と
し
て
も
、

国
の
農
政
の
展
開
方
向
に
基
づ
き
、
平

成
五
年
に
「
新
た
な
新
潟
県
農
林
水
産

業
振
興
基
本
構
想
」
（
平
成
八
年
改
訂
）

を
策
定
し
、

①
経
営
体
を
中
心
と
し
た
力
強
い
地

　
域
農
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立
。

②
経
営
体
へ
の
農
地
流
動
化
、
農
作

　
業
受
委
託
の
推
進
。

③
多
様
な
消
費
者
二
ー
ズ
に
対
応
し

　
た
販
売
体
制
の
整
備
。

等
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
町
農
政
の
展
望

　
生
産
組
織
の
現
状
と
課
題
に
お
い
て

述
べ
て
あ
る
生
産
組
織
の
間
題
点
に
対

処
す
る
た
め
、
短
期
的
に
は

①
生
産
組
織
間
に
お
け
る
人
及
び
機

　
械
等
の
移
動
の
促
進
（
当
面
の
農
作

　
業
従
事
者
（
出
役
者
）
不
足
に
対
応

　
す
る
た
め
、
集
落
間
を
越
え
て
農
作

　
業
に
従
事
で
き
る
体
制
を
整
備
）
。

②
農
作
業
受
委
託
か
ら
利
用
権
設
定

　
等
へ
の
転
換
（
農
業
経
営
体
の
育
成

　
・
確
保
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
農
作

　
業
受
委
託
か
ら
利
用
権
設
定
等
へ
の

　
転
換
を
促
進
）
。

等
を
実
施
し
、
長
期
的
に
は
、

①
　
認
定
農
業
者
の
確
保
等
町
農
業
を

　
担
う
農
業
経
営
体
の
育
成
（
個
別
経

　
営
体
と
組
織
経
営
体
を
明
確
に
し
、

　
こ
れ
ら
の
者
に
農
地
を
集
積
す
る
と

　
と
も
に
、
複
合
経
営
、
経
営
管
理
等

　
に
つ
い
て
普
及
啓
発
）
。

②
生
産
組
織
の
法
人
化
・
再
編
統
合

　
（
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
農
業
経
営

　
を
行
う
農
業
法
人
を
育
成
し
、
消
費

　
者
二
ー
ズ
に
対
応
し
た
品
・
質
・
量

　
の
生
産
が
可
能
な
経
営
基
盤
と
す
る

　
た
め
の
再
編
・
統
合
を
推
進
）
。

等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
先
程
実
施
し
ま
し
た

農
業
生
産
組
織
実
態
調
査
に
お
け
る
各

生
産
組
合
長
か
ら
の
意
向
調
査
に
よ
り
、

以
下
の
方
向
づ
け
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

★
　
千
手
地
区
に
お
い
て
は
、
経
営
規

　
模
七
〇
～
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
オ

　
ペ
レ
ー
タ
i
六
人
か
ら
一
〇
人
）
程

　
度
を
持
つ
農
業
法
人
、
生
産
組
合
に

　
再
編
統
合
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、

　
一
〇
～
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
経

　
営
規
模
を
持
つ
認
定
農
業
者
に
農
地

　
を
集
積
。

★
　
上
野
地
区
に
お
い
て
は
、
米
の
販

　
売
ま
で
を
行
う
構
想
が
あ
れ
ば
、
経

　
営
規
模
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
法

　
人
化
し
て
農
地
を
集
積
。

★
　
橘
地
区
に
お
い
て
は
、
休
眠
生
産

　
組
合
を
整
理
。
当
面
、
生
産
組
合
と

　
個
人
農
家
の
共
存
体
制
を
維
持
。
し

　
か
し
な
が
ら
、
個
人
農
家
が
高
齢
化

　
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
作
業
を
委

　
託
す
る
こ
と
の
で
き
る
組
合
組
織
ま

　
た
は
法
人
組
織
が
必
要
。

★
　
仙
田
地
区
に
お
い
て
は
、
二
つ
の

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
機
械
の
共

　
同
利
用
を
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、

　
多
面
的
な
農
村
基
盤
の
整
備
を
図
っ

　
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
町
及
び
関
係
行
政
機
関
の
支
援
、

調
整
に
よ
り
、
生
産
組
織
の
再
編
・
統

合
、
法
人
化
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て

掲
げ
た
課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て

い
く
と
と
も
に
、
生
産
組
合
・
集
落
に

お
い
て
も
、
今
後
の
生
産
組
合
の
あ
り

方
、
今
後
の
集
落
に
お
け
る
農
業
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
、
生
産
組
合
員
の
み

な
ら
ず
集
落
の
農
家
を
含
め
検
討
を
重

ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。◆

最
後
に

　
今
、
日
本
の
農
業
は
、
大
き
な
転
換

期
、
歴
史
的
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
対
応
し
て
足
腰
の
強
い
農
業

経
営
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

①
意
欲
あ
る
経
営
者
が
、
創
意
・
工

　
夫
を
生
か
し
た
農
業
経
営
を
法
人
形

　
態
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

　
る
。

②
米
の
販
売
等
の
規
制
を
緩
和
し
、

　
意
欲
あ
る
経
営
者
が
、
自
ら
流
通
ル

　
ー
ト
を
確
立
し
、
有
利
販
売
を
行
う

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

等
の
た
め
に
法
制
度
等
を
整
備
し
た
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

意
欲
の
あ
る
農
業
経
営
体
を
持
つ
産
地

と
従
来
の
形
態
に
よ
る
農
業
を
行
う
産

地
と
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
美
田
や
築
き
上

げ
た
良
質
米
産
地
と
し
て
の
名
声
を
、

し
っ
か
り
と
次
代
に
引
継
ぐ
た
め
に
、

担
い
手
の
体
制
整
備
・
農
地
の
流
動
化

等
を
一
層
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
「
川
西
町
農
業
」
は
、
今
、
新
た
な

時
代
に
突
入
し
た
こ
と
を
、
改
め
て
皆

様
方
か
ら
ご
認
識
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
の
農
政
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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中
学
生
の
目
に
は
ど
ん
な
ふ
う
に
映
つ
た
か
な

　
川
西
中
学
校
（
山
崎
嘉
久
校
長
）
が

夏
休
み
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
三

年
生
の
職
場
体
験
。
三
年
目
を
迎
え
た

今
回
は
、
生
徒
自
身
が
体
験
希
望
の
職

場
を
選
定
し
交
渉
を
行
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　
体
験
先
は
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず
十
日

町
市
に
も
及
び
、
一
一
〇
人
が
各
事
業

所
で
仕
事
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
体
験

談
の
中
か
ら
ご
く
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆
体
験
先
　
松
乃
井
酒
造
場

汗
び
っ
し
ょ
り
の
姿
に
感
動

　
　
　
　
　
　
　
大
海
真
彦

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
職
場
体
験
一
日
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
に
玄
関
で

た
た
ず
ん
で
い
た
僕
達
に
、
さ
わ
や
か

な
声
を
か
け
て
中
に
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
中
に
入
る
と
ま
わ
り
の
も
の
が
ど
れ

も
め
ず
ら
し
い
物
ば
か
り
に
見
え
ま
し

た
。　
風
に
の
っ
て
ツ
ン
と
鼻
を
つ
く
お
酒

の
臭
い
、
そ
こ
で
働
く
大
勢
の
人
、
ど

れ
も
が
自
分
の
想
像
と
ち
が
う
新
鮮
な

も
の
で
し
た
。

　
始
め
て
の
体
験
で
と
ま
ど
っ
て
い
る

僕
達
に
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
何
回

も
説
明
し
て
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

左から、高橋淳さん、西野健さん

大海真彦さん

職
場
の
皆
さ
ん
が
汗
を
び
っ
し
ょ
り
か

い
て
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
自
分

も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
し

た
。　
す
べ
て
の
仕
事
の
中
で
も
配
達
が
と

て
も
つ
ら
く
、
心
に
残
り
ま
し
た
。
重

い
ビ
ー
ル
ビ
ン
を
二
つ
も
三
つ
も
平
気

な
顔
を
し
て
持
つ
職
場
の
人
の
姿
が
、

今
で
も
頭
の
中
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
三
日
間
と
い
う
言
葉
で
は
か
る
く
、

と
て
も
短
い
時
間
で
す
が
、
こ
の
三
日

間
は
と
て
も
長
く
じ
ゅ
う
じ
つ
し
た
三

日
間
で
し
た
。

　
と
て
も
や
さ
し
く
親
切
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
職
場
の
方
々
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
日
間
と
い
う
短

い
日
は
僕
達
三
人
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
と

て
も
貴
重
な
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
松
乃
井
の
皆
さ
ん
三
日
間

本
当
に
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事

が
わ
か
ら
ず
に
足
を
引
っ
ぱ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
僕
た
ち
に
や
さ

し
く
仕
事
を
お
し
え
て
く
だ
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

◆
体
験
先
　
小
嶋
屋
総
本
店

　
見
え
な
い
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
冴
子

　
小
嶋
屋
に
体
験
を
し
に
行
く
前
、
洗

い
物
な
ど
を
す
る
の
か
な
あ
と
思
い
な

が
ら
行
っ
て
み
る
と
、
私
に
ま
っ
て
い

た
の
は
工
場
で
の
仕
事
で
し
た
。

　
工
場
で
の
仕
事
な
ど
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
見
た
こ
と
の
な

い
仕
事
に
機
械
に
、
と
っ
て
も
新
鮮
な

気
持
ち
で
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
め
い
わ
く
を
か
け
た
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
そ
の
中
で
、
三
日
間
だ
け
で

も
働
け
た
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
つ
く
づ

く
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
働
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
b井上冴子さん（右）、後方左か

田中邦宜さん、高橋隼道さん

て
良
か
っ
た
と
一
言
で
い
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
は
、
働
け
る
こ
と
の
大
変
さ

と
楽
し
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
事
、

だ
ん
だ
ん
な
れ
て
き
て
、
ち
ょ
っ
と
む

ず
か
し
い
の
に
進
め
た
事
な
ど
、
一
日

で
わ
か
っ
た
事
も
あ
れ
ば
、
三
日
か
け

て
や
っ
と
わ
か
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ざ
考
え
て
み
る
と
工
場
あ
っ
て
の
お

店
だ
し
、
職
場
に
い
る
人
あ
っ
て
の
お

店
だ
な
あ
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
体
験
で
知
っ
た
事
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
い
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
一
番
心
に
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
店

長
さ
ん
が
最
後
に
い
っ
て
く
れ
た
言
葉

で
す
。
そ
れ
は
、

「
一
生
懸
命
に
働
く
こ
と
、
そ
し
て
山

を
こ
え
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
は
学
校
も

職
場
で
も
同
じ
な
ん
で
す
よ
ね
」
と
い

う
も
の
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
小
嶋

屋
に
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
私
も
将
来
、

お
互
い
に
信
頼
の
で
き
る
職
場
で
働
き

た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

◆
体
験
先
　
上
野
保
育
園

　
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
記
央

　
ぽ
く
は
上
野
保
育
園
に
行
き
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
し
ま
し
た
。
ぽ
く
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

オ
ム
ツ
も
か
え
た
り
し
ま
し
た
。
　
（
生

ま
れ
て
は
じ
め
て
で
す
）
ま
た
、
小
さ

い
頃
に
戻
っ
て
、
一
緒
に
カ
マ
キ
リ
を

つ
か
ま
え
た
り
、
外
で
遊
ん
だ
り
も
し

ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
四
つ
の
組
に
分
か
れ
て

左から、丸山広哲さん、片桐武彦さん、

今井拓朗さん、太田記央さん

い
て
、
ぼ
く
は
年
長
組
の
「
ひ
ま
わ
り

組
」
と
未
満
児
組
の
「
も
も
組
」
を
や

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
も
組
の
子

供
た
ち
は
小
さ
く
て
、
見
慣
れ
な
い
人

の
顔
を
見
る
と
す
ぐ
に
泣
い
て
し
ま
い
、

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
組
の
子
供
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
一

緒
に
遊
び
ま
し
た
。
五
・
六
歳
の
子
供

は
少
し
も
じ
つ
と
し
て
い
な
い
し
、
慣

れ
れ
ば
慣
れ
る
ほ
ど
体
ご
と
ぶ
つ
か
っ

て
き
ま
す
。
時
に
は
足
キ
ッ
ク
。
ち
ょ

つ
と
「
ム
カ
ッ
」
と
き
た
と
き
も
あ
り

ま
し
た
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
は
、
人
な
つ
っ
こ

く
て
、
お
昼
寝
の
と
き
な
ど
、
隣
に
や

っ
て
き
て
「
ね
よ
う
ぜ
」
と
か
い
わ
れ

て
、
け
っ
こ
う
お
母
さ
ん
気
分
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
三
日
間
で
、
保
母
さ
ん
の
仕
事

が
、
す
ご
く
重
労
働
だ
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
子
供
っ
て
本
当
に
元
気

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
下
さ
っ

た
保
育
園
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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養

▲7／29　清水フードチェーン

　　　　だいも店

　　　　　　　　　　　　　▲8／6　松葉荘にて

　、il

嶋

▼8力3　あかね園にて

▲8／2　木村鉄工所にて

〈8／II

くりや商店にて

　　▼

▲7／29　JA新潟川西給油所にて

◆
体
験
先
　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
暑
い
中
で
の
体
験

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
秀
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
七
月
十
一
日
・
十
二
日
・
十
三
日
と
、

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
職
場
体
験

を
や
る
た
め
に
行
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
仕
事
は
、
フ
ロ
ン
ト
や
紙

を
切
っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
拾
う
仕
事
で
し

た
。
仕
事
の
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
く

て
大
変
で
し
た
。
フ
ロ
ン
ト
に
立
っ
て

い
た
と
き
が
一
番
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し

た
。
ゴ
ミ
拾
い
は
、
暑
い
時
だ
っ
た
か

ら
と
て
も
大
変
で
し
た
。

　
二
日
目
は
ず
っ
と
外
の
仕
事
で
、
水

を
ま
く
仕
事
を
や
ら
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
水
を
ま
く
と
き
に
人
に
か
け
な
い

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
た
い

へ
ん
で
し
た
。
外
は
か
な
り
あ
つ
く
て
、
’

と
て
も
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
日
目
も
二
日
目
と
同
じ
で
し
た
。

三
日
目
の
方
が
な
に
を
や
る
か
分
か
っ

て
い
る
の
で
か
ん
た
ん
で
し
た
。
三
日

目
は
少
し
す
ず
し
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
と
十
時
と
三
時
の
休
け
い
も
よ
か

っ
た
で
す
。
そ
れ
に
、
新
し
く
オ
ー
プ

ン
す
る
ゴ
ル
フ
場
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
も
し
ま
し
た
。

　
毎
日
が
と
て
も
大
変
で
、
と
く
に
外

で
は
た
ら
い
て
い
る
男
の
人
は
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
叔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
礫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
驕

大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
僕
も
三
日
間
を
通
し
て
色
々
な
仕
事

を
や
ら
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
い
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

◆
体
験
先
　
あ
か
ね
園

　
私
に
も
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
藤
巻
徳
美

　
夏
休
み
が
今
年
も
や
っ
て
来
た
。
中

学
生
と
し
て
の
夏
休
み
は
、
こ
れ
が
最

後
と
な
っ
た
。
今
年
の
夏
休
み
も
職
場

体
験
が
あ
り
、
私
は
あ
か
ね
園
に
体
験

に
行
っ
た
。

　
最
初
行
っ
た
時
、
ど
ん
な
こ
と
を
す

る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
一
日
目
、
お

年
寄
り
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
や
っ

た
り
お
話
し
を
し
た
り
と
、
次
か
ら
次

へ
と
仕
事
が
ま
わ
っ
て
き
た
。
何
の
話

ノを
し
た
ら
い
い
の
か
と
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
け
ど
、
お
年
寄
り
の
方
か
ら
話
し

か
け
て
下
さ
っ
た
の
で
少
し
安
心
し
た
。

午
後
に
な
る
と
入
浴
で
、
私
達
の
ま
か

さ
れ
た
仕
事
は
、
つ
め
切
り
と
お
年
寄

り
の
誘
導
だ
っ
た
。
不
器
用
な
私
に
と

っ
て
つ
め
切
り
は
恐
怖
だ
っ
た
。
そ
ん

な
感
じ
で
緊
張
の
一
日
目
が
終
わ
り
、

次
の
日
。
二
日
目
は
シ
ー
ツ
の
取
り
か

え
な
ど
が
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
仕
事
に
も

な
れ
て
き
た
。
お
年
寄
り
は
話
を
す
る

の
が
好
き
で
、
会
話
も
は
ず
む
よ
う
に

な
っ
た
。
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
二
日

間
が
終
わ
っ
た
。

　
こ
の
二
日
間
を
通
し
て
、
私
も
将
来

こ
う
い
う
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い
う
こ

と
を
少
し
思
っ
た
。
そ
し
て
、
私
の
家

に
い
る
祖
父
や
祖
母
が
人
の
手
を
借
り

藤巻徳美さん（左）と田中恵梨香
さん（右）

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
二
日
間
体
験

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
少
し
で
も
手

，
助
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

た
。　
最
後
に
、
こ
の
二
日
間
、
私
達
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
下
さ
っ
た
あ
か
ね
園
の

皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
体
験
先
　
役
場
税
務
課

　
貴
重
な
体
験
の
三
日
間

　
　
　
　
　
　
　
保
坂
奈
穂
美

　
私
は
八
月
五
日
、
六
日
、
七
日
と
川

西
町
役
場
に
職
場
体
験
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
役
場
に
は
い
ろ
ん
な
課
が
あ
る

の
で
す
が
、
私
が
お
せ
わ
に
な
っ
た
の

は
「
税
務
課
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

税
務
課
は
字
を
見
て
の
と
お
り
、
税
に

関
す
る
仕
事
で
す
。
税
と
い
っ
て
も
細

か
く
い
う
と
仕
事
は
二
つ
で
、
町
民
税

に
か
か
わ
る
仕
事
と
、
固
定
資
産
税
に

か
か
わ
る
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
一
巳
目
か
ら
三
日
目
の
午
前
中

ま
で
同
じ
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
仕
事
の
内
容
は
、
町
内
の
田
畑
の

面
積
や
等
級
を
写
す
と
い
う
も
の
で
し

⑦8．9．10



た
。
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
土
地

に
等
級
が
あ
っ
た
り
、
自
分
の
家
の
田

ん
ぽ
が
ど
の
く
ら
い
の
等
級
の
と
こ
ろ

に
含
ま
れ
る
の
か
が
わ
か
っ
た
り
し
て
、

な
か
な
か
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　
し
か
し
、
机
に
ず
っ
と
座
り
、
黙
々

と
作
業
を
続
け
る
の
は
大
変
つ
ら
く
、

し
か
も
ほ
ん
の
三
日
や
四
日
で
は
終
わ

ら
な
い
大
作
業
（
な
に
せ
川
西
町
全
部

の
田
畑
）
な
の
で
す
。
や
は
り
生
活
を

支
え
る
た
め
の
仕
事
と
い
う
の
は
す
ご

く
大
変
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
ん
な
大
変
な
事
を
や
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
、
一

だ
と
思
い
ま
す
。

　
役
場
に
は
優
し
く
て
な
ご
や
か
な
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
つ
ら
く

て
も
、
つ
ら
い
か
ら
こ
そ
、
’
そ
の
つ
ら

さ
を
楽
し
み
に
し
て
し
ま
う
く
ら
い
の

心
の
強
さ
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
辮
　
鶏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美斉木浩子さん（左）と保坂奈穂

（右）

雛
繊
磯
灘
楼
鐵
鎌
羅
感
“
謝
欝

翻
簾
繊
熱
繊
嚢
　
幽
擁
嚢
澱
p

糊
露
鱒
購

難
懸
ぽ
．
鐵

醗
蕪
鞭
麟
難

鍵
鱒
簸
灘
懇

織
懇
燃
職
難

蕪
験
輪
懇
鑛
…
灘
懸
継
懇
購
薩
灘
鵬
欝
灘

禦
藻
繊
。

　
魏
綴
　
購
懸
難
懇
簸
爆
慧
馨
雛
雛
難

灘
毒
裟
饗
…
難
欝
懸
灘
爆
．
獲
撚
懸
蟻
懸

諜
懇
翻
題
懇
繕
繊
懇
襲
懸
蒙
難
灘
灘

糠
叢
懇
鐡
蝶
簸
鰹
纐
繕
験
騨
藤
謹
幾
逡

懇
騰
幾
灘
饗
鑛
．

　
鞍
獄
欝
灘
醗
灘
馨
灘
諜
灘
．
饗
懸
謹

嚢
難
験
灘
麺
馨
懸
騰
　
欝
鎌
灘
懸
叢
懇

嚢
…
糊
騰
懸
濃
馨
鵬
嚢
難
懇
総
懇
懇
縢
懸

遊
縢
灘
懸
難
懇
懸
細
懸
諜
縢
壌
糞
態
驚
。

　
総
鱗
欝
灘
讐
翻
麟
　
鎌
盤
歳
懸
繊
⑳

饗
蒲
雛
鐡
磯
礫
懇
癒
輪
懸
蓬
灘
麗
題
饗
”

ぽ
馨
嚢
類
継
嚇
懸
繍
驚
票
蒙
叢
覇
獲
懸

鞍
懇
騰
藻
灘
驚
総
灘
騰
講
隷
鎌
懲
懇
饗
、

懸
．
趣
騰
懇
螺
灘
鯵
纐
懸
髄
縫
驚
き
、
、
、

灘
繊
纐
灘
灘
藻
癒
、
濫
蕪
叢
盤
後
鋤
犠
p

、
籔
懇
繋
援
欝
懇
騰
灘
耀
き
灘
獲
灘
。

　
謙
灘
、
・
繋
鑛
獲
瀞
叢
難
盤
縫
灘
灘
懲

謹
鯵
醗
鶉
望
馨
盤
鞭
鯵
．
　
鍛
幾
懸
懇
灘

纐
灘
職
欝
懇
蕪
験
謹
ー
繕
灘
難
雛
渉
灘
、
・

『
擁
陵
鞭
蔭
婁
雛
幾
難
癒
懸
覇
議
麟
灘
．

鱒
篠
懲
鑛
電
議
懸
難
糞
欝
類
懇
蓬
纐
鎌

懸
懸
叢
縷
欝
饗
灘
驚
麹
灘
難
懸
難
灘
ー

雛
盤
灘
濾
懇
翻
臨
懇
き
蒙
烈
叢
諜
癒
謹

糠
海
灘
雛
懸
欝
鱒
難
発
懸
鎌
饗
毅
擬
難

趨
態
懇
懸
醸
懇
藻
薦
㈱
叢
渉
饗
嬢
幾
鎌
．

鯛
鎌
灘
辮
遜
鰻
灘
譲
業
辮
纈
蔭
．
犠
雛

轍
懸
菱
懸
懸
騰
灘
駿
き
縷
匿
灘
．
　
期
翔

顕
驚
醗
灘
繊
礒
鎌
轍
馨
懸
縢
罎
磯
雛
懸

灘
懇
懸
蟻
諜
磁
ぽ
購
麟
霧
灘
織
灘
懸
欝

蓮
．
　
灘
瀞
醸
懸
叢
鞍
鐵
鶏
議
勝
饗
．
難
雛

ぽ
．
慈
織
．
灘
鞍
鱒
灘
灘
饗
ぽ
縫
験
糠
懸

懇
購
．
鐵
鐵
難
鍵
盤
懇
蕪
験
懇
毒
懸
懇

騰
灘
鰹
鱗
轟
謹
鎌
糠
懸
諜
馨
灘
。
藤
醗

馨
総
懇
欝
灘
盤
織
灘
懸
鞭
繕
　
　
辮
鑓
鶏

継
懇
欝
鋤
難
灘
鎌
灘
灘
懸
礫
羅
覇
鰹
難

懇
瀬
懇
瀕
繍
驚
繕
灘
懸
難
灘
懇
叢
懸
輝

懸
霧
撒
幾
綴
磁
．
鑓
ー
懇
難
儀
難
鰻
灘
鐵

　
識
議
灘
㈱
楼
匿
鎌
鑓
懸
購
饗
護
懸
．
灘
■

鑑
懇
難
難
簸
懇
騰
織
灘
鎌
灘
巻
灘
懲
懸

髄
懇
瀞
鱗
灘
総
獲
鰹
織
叢
騰
懸
禦
繕
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

鯵
縫
．
蓬
磯
糞
鑛
叢
蕪
醗
懲
．
鑑
驚
灘

霧
鋤
灘
鞍
鑑
繕
鎌
進
譲
選
撫
騰
鑑
き
耀

願
護
癒
纐
謹
確
…
繕
欝
懇
灘
麹
蓑
灘
。

　
議
灘
、
鐵
織
懸
麟
癒
．
灘
鰻
磯
灘
漿

懸
議
謹
灘
懸
醸
珊
鯛
顯
鰹
融
懇
盤
難
鶏

鐙
縫
鑑
講
繊
雛
獲
灘
繍
懸
諜
騰
麹
幾
購

㎜
難
灘
澱
懸
灘
鍛
縷
瀧
。
難
灘
纐
羅
叢
援

懸
灘
雛
翁
縫
懸
鎌
霧
懸
譲
熊
獲
灘
鰹
議

嚢
ゆ
…
　
　
　
態
、
　
　
　
　
。

　
　
畢
　
　
　
（
）
　
、

諺第9回町楓

律覇

戦灘．
’

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
わ

　
千
手
観
音
の
例
祭
か
ら
梅
雨
明
け
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
冷
夏
？

と
の
予
報
に
反
し
て
、
暑
い
夏
で
し
た
。

梅
雨
期
の
降
雨
量
は
二
一
二
九
ミ
リ
、
過

去
十
年
間
の
平
均
降
雨
量
は
二
九
七
ミ

リ
で
す
か
ら
、
か
な
り
少
な
い
数
字
で

す
。　
通
常
、
春
の
代
掻
き
水
で
、
川
西
ダ

ム
の
貯
水
は
大
量
に
放
流
さ
れ
ま
す
が
、

梅
雨
末
期
に
は
満
水
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
年
の
同
期
は
貯
水
率
七
一
パ

ー
セ
ン
ト
で
し
た
か
ら
、
梅
雨
期
の
雨

の
少
な
さ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　
川
西
東
部
地
域
の
水
田
を
潤
す
川
西

ダ
ム
、
五
升
苗
ダ
ム
、
松
葉
沢
ダ
ム

（
現
在
坪
山
、
長
福
寺
両
ダ
ム
は
工
事

中
）
は
、
ダ
ム
用
水
の
計
画
的
な
有
効

利
用
を
図
る
た
め
、
中
央
管
理
所
で
遠

隔
操
作
し
、
一
元
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
各
水
系
の
流
沫
ま
で
、
か
ん

が
い
用
水
の
公
平
な
配
分
を
す
る
た
め

に
、
各
水
系
ご
と
に
管
理
者
を
定
め
、

燕
総
勢
十
三
名
の
方
々
か
ら
水
番
と
し
て

ご
苦
労
願
っ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
栽
培
に
あ
た
り
、
イ
ネ
の
成
長

の
各
期
に
、
ど
の
程
度
の
水
が
必
要
か
、

ま
た
、
品
種
に
よ
っ
て
の
差
異
は
ど
う

　
　
　
　
グ
イ

か
等
々
、
ま
た
、
用
水
路
の
破
損
は
無

い
か
、
降
雨
量
や
各
ダ
ム
の
貯
水
量
を

常
時
見
く
ら
べ
な
が
ら
、
臨
機
応
変
な

用
水
利
用
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
土
地
改
良
区
の

担
当
者
や
水
番
の
方
々
の
責
任
は
重
大

で
す
。
干
ば
つ
時
の
苦
労
は
大
変
で
す
。

　
今
年
も
こ
う
し
た
皆
様
の
頑
張
り
の

お
蔭
で
、
用
水
利
用
も
順
調
に
、
希
望

に
輝
く
稲
刈
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
骨
折
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
八
月
の
降
雨
量
は

晴
天
続
き
で
あ
っ
た
割
に
一
八
五
ミ
リ

と
、
平
年
よ
り
五
九
ミ
リ
も
上
回
り
ま

し
た
。
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
降
っ
た
こ

と
が
影
響
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
私
ど
も
の
先
輩
の
方
々
の
英
知
と
努

力
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
各
ダ
ム
は
、

克
雪
利
用
な
ど
非
か
ん
が
い
期
の
有
効

利
用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
近
代
的

な
機
能
を
備
え
た
施
設
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
末
長
く
町
民
共
有
の
貴
重
な

財
産
と
し
て
、
利
活
用
で
き
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

（
注
）
降
雨
量
は
、
す
べ
て
川
西
ダ
ム

の
観
測
数
値
で
す
。
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和
久
井
工
さ
ん

県
の
監
査
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　
和
久
井
工
さ
ん
（
木
落
）
は
、
昭
和

六
十
三
年
か
ら
町
の
監
査
委
員
と
し
て
、

町
財
政
の
適
正
支
出
に
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
七
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た

新
潟
県
町
村
監
査
委
員
会
定
期
総
会
の

席
上
、
　
「
町
村
監
査
委
員
と
し
て
七
年

以
上
在
職
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
」

と
の
県
の
表
彰
規
程
に
よ
り
、
賞
を
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
郡
監
査
委
員
会
長
、
県
監
査

委
員
会
副
会
長
の
職
も
務
め
て
お
ら
れ

ま
す
。
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生
涯
学
習
、
そ
れ
は
人
生
の
友

　
八
月
二
十
五
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

第
六
回
川
西
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
が

開
か
れ
、
約
一
二
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
大
会
で
は
三
人
の
方
か
ら
体
験
発
表

が
あ
り
、
最
初
に
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
参
加
し
て
い
る
金
井
洋
介
く
ん

（
千
手
小
五
年
生
）
か
ら
「
練
習
や

試
合
、
団
の
行
事
も
よ
う
と
友
達
や
先

輩
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
」
こ
と
が
、
橘

小
の
P
T
A
活
動
と
し
て
家
庭
教
育
講

座
開
講
に
携
わ
っ
た
涌
井
久
美
子
さ
ん

（
仁
田
）
か
ら
は
「
講
座
は
、
承
り
型

よ
り
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
明
日
か
ら

実
践
し
ょ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ

う
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
。
ま
た
、
乳

幼
児
期
か
ら
の
家
庭
教
育
講
座
の
必
要

性
を
感
じ
た
」
こ
と
が
、
フ
ル
ー
ト
教

室
に
参
加
し
て
い
る
数
藤
清
治
さ
ん
（
沖

立
）
か
ら
は
「
六
十
年
こ
の
か
た
一
度

も
手
に
し
た
こ
と
の
な
い
楽
器
か
ら
音

が
で
る
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
勇
気
を

持
っ
て
、
ゆ
と
り
あ
る
気
持
ち
で
、
ユ

ー
モ
ア
を
忘
れ
な
け
れ
ば
取
り
組
め
る
」

と
の
発
表
と
と
も
に
、
《
い
つ
で
も
夢

を
》
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
太
極
拳
教
室
の
皆
さ
ん
に

よ
る
実
演
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
県
社

会
教
育
協
会
副
会
長
の
桑
原
昭
三
さ
ん

の
「
く
ら
し
と
生
涯
学
習
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
な
か
で
、
　
「
学
習
は
挑
戦
だ
と

考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
と

き
の
喜
び
は
大
き
い
」
と
し
、
　
「
生
活

の
向
上
、
職
業
能
力
の
ア
ッ
プ
、
自
分

自
身
を
高
め
る
た
め
の
学
習
を
し
、
充

実
し
た
人
生
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
」
と

の
示
唆
が
あ
り
ま
し
た
。

名演奏に場内から大きな拍手が

◆
も
・
◆
嘩
◆
も
・
◆
睾
◆
も
◆
曝
◆
も
◆
・
奪
◆
も
◆
墾
◆
毛
．
◆
も
．
◆
皇
・
◆
－
富
－
・
◆
毒
◆
等
◆
奪
◆
匙
・
◆
等
◆
”
一
一
一
◆
辱
◆
，
一
一
▼
◆
辱
◆
冒
＝
一
◆
≒
◆
‘
，
－
◆
曹
…
奄
弩
◆
毒
◆
一
…
・
◆
一
…
◆
一
…
◆
‘
曹
一
一
◆
‘
＝
冒
・
ら
ψ
◆
5
ロ
7
◆
も
◆
毛
◆
一
騨
，
？
◆
等
◆
葛
◆
奪
◆
…
？
◆
‘
ロ
ー
・
◆
‘
…
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
象
・
◆
も
◆
毫
7
◆
奪
◆
奪
◆
辱
◆
毒
◆
毒
◆
辱
◆
奪
◆
辱
◆
も
・
◆
毒
◆
も
◆
も
・
争
も
㌧
も
◆
塾
◆
も
◆
睾
◆
毎
◆
亀
．
◆
も
．
◆
等
◆
辱
．
◆
も
．
◆
毒
◆
奮
．
◆
も
◆
摯
◆
奪
◆
毒
．
◆
寒
◆
も
．
◆
奪
◆
樽
◆
巻
．
◆
辱
◆
奪
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

児
玉
達
雄
さ
ん

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

　
児
玉
達
雄
さ
ん
（
学
校
町
）
は
、
平

成
二
年
十
一
月
か
ら
現
在
ま
で
の
五
年

十
カ
月
の
間
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
基
本
的
人
権
の
侵
犯
に
対

す
る
監
視
や
救
済
、
人
権
思
想
の

普
及
な
ど
の
人
権
擁
護
活
動
に
努

め
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
間
の
取

り
組
み
に
対
し
、
賞
が
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
現
在
、
同
職
の
ほ
か
、
町
教
育

委
員
、
町
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

も
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

白
倉
が
国
際
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に

　
八
月
十
九
日
か
ら
九
月
六
日
ま
で
の

二
十
日
間
、
旧
白
倉
小
学
校
を
中
心
に

ロ
ン
ド
ン
A
A
ス
ク
ー
ル
「
川
西
町
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が

開
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
学
生
や
日

本
国
内
の
学
生
な
ど
約
三
十
人
が
参
加
。

自
炊
し
な
が
ら
、
身
近
に
あ
る
材
料
を

御
使
っ
て
「
読
む
た
め
の
椅
子
」
を
制
作

　
し
た
り
、
地
図
を
作
っ
た
り
、
意
見
交

樽
換
や
発
表
会
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
白

齢
倉
地
域
や
町
内
外
か
ら
の
聴
衆
と
交
流

　
し
た
ほ
か
、
九
月
一
日
に
は
小
白
倉
の

ま
つ
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
。
小
白
倉
の

も
み
じ
引
き

“
こ
ん
に
ち
は

ひ

一
　
　
A
l
T
の
鈴
木
で
す

齢齢
　
二
代
目
A
L
T
（
語
学
指
導
助
手
の
意
）
の

ゆ

榊
鈴
木
千
恵
子
さ
ん
で
す
。
出
身
は
カ
ナ
ダ
の
ノ

““
ー
ス
ヨ
ー
ク
州
オ
ン
タ
レ
オ
市
、
ト
ロ
ン
ト
大

ゆ

”
学
（
歴
史
・
地
理
を
専
攻
）
で
学
び
ま
し
た
。

””
ご
両
親
と
も
日
本
人
で
、
カ
ナ
ダ
に
移
り
住
ん

ひ

榊
で
か
ら
の
一
九
七
〇
年
の
お
生
ま
れ
で
す
。
フ

榊榊
ジ
テ
ッ
ク
で
秘
書
と
し
て
勤
め
て
い
た
経
験
も

ゆ

”
あ
り
、
会
話
は
日
本
語
で
O
K
。

ひ

㎜
　
す
で
に
川
西
中
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
ら

ひ

御
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
っ
て
い
ま
す
。
住
ま

φ

　
き苺
蘇
纂
講

　
　
　
　
　
願
い
し
ま
す
。
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8／6交通安全祈願祭（坪山にて）

▲（8／25木落にて）

　　各地のまつり
　　　　▼（8／26上野にて）

ハ
健
闘
！
ジ
尋

五
日
に
行
わ
れ
た
第
十
六

ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育

と
卓
球
の
部
で
優
勝
の
栄

し
た
。
優
勝
・
準
優
勝
の

紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

（
会
場
：
燕
市
市
民
体
育

六
年
生
男
子
団
体
　
優
勝

　
茂
野
知
幸
（
千
小
六
）

　
高
橋
保
弘
（
千
小
五
）

　
五
十
川
潤
（
千
小
六
）

　
南
雲
悠
延
（
千
小
六
）

　
高
橋
直
隆
（
千
小
六
）

　
小
林
一
将
（
千
小
六
）

　
高
橋
美
希
（
千
小
六
）

▼
◆
奪
◆
噺
◆
ら
◆
亀
◆
も
7
◆
亀
▼
◆
急
・
◆
墾
・
◆
’
撃
◆
■
等
◆
9

　
　
　
　
　
フ
ツ

　
　
　
　
　
ル
ヨ

　
　
　
　
　
ゴ
シ

　
　
　
　
　
　
一
ス

　
　
　
　
　
リ
ィ
ロ

　
　
　
　
　
ミ
ナ
プ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
》
誕

　
　
　
　
　
ゴ
プ
村

　
　
　
　
　
カ
一
大

　
　
　
　
　
ナ
オ
”

　
　
　
　
　
刀
場
卜

　
　
　
　
　
9

は　づき　すんびょう

葉月寸描

　　、．懸

「まちづくり自由大学」開講

中、次回は9／24ご参加を

◆
卓
球
大
会
（
会
場
・
・
サ
ン
・
ビ
レ
ッ

　
ジ
弥
彦
）
中
学
生
男
子
団
体
　
優
勝

　
ー
，
響
　
　
高
橋
　
拓
也
（
二
年
）

　
　
　
　
籔

　
　
妙
　
　
■
■
　
鰭
難

麗
鷲
英
塑
＝
範

◆
同
中
学
生
女
子
団
体
　
準
優
勝

　
池
竹
　
祐
子
（
三
年
）
、
大
浦
　
正
美

　
（
三
年
）
、
水
品
　
早
絵
（
三
年
）
、
瀬

　
賀
真
奈
美
（
三
年
）
、
須
藤
　
明
美
（
二

　
年
）
、
五
十
嵐
園
恵
（
二
年
）

◆
・
畠
マ
◆
・
董
・
◆
・
ー
マ
◆
曾
讐
・
◆
・
集
・
◆
9
肇
・
◆
巻
・
◆
、
邑
マ
◆
■
一
マ
◆
■
萎
・
◆
’
奮
・
◆
亀
マ
◆
9
蚤
・
◆
”
璽
・
◆
■
愚
7
◆
・
毛
．
◆
・
董
．
4

ニ
ア
選
手

　
◆
卓
球
大
会
（

　
　
ジ
弥
彦
）
中
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21世紀を考える土台にします。

10月1日事業所・企業統計調査。

　　①
　　画口

ρ　 ．

o

弓　 9

■

’

刀

。ボ・’、、’

　一　，　、

O　　口

、’4

’　聯

、
●
「
ざ
㌢
」

　
　
　
　
し

篭
で
｝
覧

、　ノ，

　鴨　
！

！

　噺　ノ
1　ノ

匝
　v
§§
爲

調査の対象は約700万事業所。

今の日本を知り、未来を考えるための事業所・

企業統計調査が、来る10月1日、全国一斉に行

われます。事業所・企業統計調査は、店舗や工

場、会社をはじめとして、学校、駅、病院、神

社などあらゆる種類の事業所や企業が対象とな

る大規模な統計調査です。

調査の結果は、地域開発計画、都市計画など生

活に密着した問題について、国や都道府県、市

区町村などが、これからの行政を考える基礎資

料として活用されます。

9月下旬から、各事業所に調査員がお伺いし、

調査票へのご記入をお願いします。時間はあま

りおかけしませんので、どうぞご協力をお願い

いたします。

ご協力いただく調査員の皆さん（敬称略）

地区

千

手

上

野

氏　名

市川チエ

大井佐市

夫力橋古同

南雲隆三

担当町内
中島町・山野田・発電所通西・発電所

通東・鉄道アパート・栄町・山野田住

宅・県営住宅・朝日町・四郎兼

東善寺・上町・中央町・田中町・中屋

敷・寺尾

神社町・学校町・木島・沖立・伊友・

高原田・坪山・霜条・鶴吉

上野・元町・新町新田・下平新田・

三領・小根岸

地区

橘

仙

田

氏　名

滋野定良

登坂正道

担当町内

木落・寺ヶ崎・塩辛・仁田・野口・

四十歩・原田・根深・下原

中仙田・室島・小脇・高倉・田戸・

赤谷・岩瀬・大倉・大臼倉・小臼倉

会社も、お店も、学校も、病院も

事業所・企業

平成8年10月1日㈹
9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局　　　　　新潟県
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑦

川
西
町
誕
生
の
秘
話
③

語
る
人

和
久
井
精
一
　
M
四
三
生
　
八
六
歳

　
上
村
　
辰
栄
　
丁
　
六
生
　
七
九
歳

金
山
　
良
晃
（
平
成
八
年
八
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
げ
え
い
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
七
日
遷
化
永
眠
（
八

　
　
　
　
　
　
　
六
歳
）
ご
め
い
福
を

　
　
　
　
　
　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

押
木
仙
田
村
長
の
夢

　
金
子
　
押
木
仲
治
仙
田
村
長
が
、

「
県
の
勧
告
案
に
し
た
が
っ
て
一
村
を

つ
ら
ぬ
く
決
意
で
い
た
と
こ
ろ
、
村
民

の
意
向
が
合
併
に
傾
い
て
い
く
の
で
自

分
も
決
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と

述
懐
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
…
。

　
上
村
　
仙
田
村
の
押
木
村
長
に
は
確

か
に
そ
う
い
う
フ
シ
が
あ
っ
た
。
こ
こ

一
番
と
い
う
大
事
な
会
議
に
な
る
と
増

田
哲
男
助
役
の
代
席
す
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
で
、
ご
意
向
が
拝
察
で
き
た
。

　
和
久
井
　
あ
の
方
は
自
分
な
り
に
、

仙
田
村
を
独
自
に
発
展
さ
せ
て
い
く
だ

け
の
自
信
と
夢
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
難
航
し
た
合
併
の
話
が
よ
う
や
く
ま

と
ま
り
、
湯
沢
温
泉
の
イ
ナ
モ
ト
旅
館

で
手
打
式
が
行
わ
れ
る
日
、
千
手
町
と

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

上
野
村
と
橘
村
の
関
係
者
は
定
刻
前
に

集
ま
っ
た
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
仙

田
村
の
ご
一
行
は
約
束
の
時
間
を
大
幅

に
遅
れ
て
参
着
し
た
。

　
金
山
　
め
で
た
く
手
打
式
と
い
う
段

に
な
っ
て
、
四
力
町
村
の
三
役
と
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

議
長
が
大
広
間
の
ス
テ
ー
ジ
を
背
に
絢

ら
ん欄
と
並
び
、
こ
れ
に
議
員
衆
と
関
係
職

員
が
相
対
し
て
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
、
シ

ャ
ン
と
手
を
打
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
仙

田
村
の
押
木
村
長
は
一
人
だ
け
起
立
せ

ず
、
座
っ
た
ま
ま
で
無
念
そ
う
に
一
点

を
凝
視
し
て
お
ら
れ
た
。

　
上
村
　
増
田
哲
男
助
役
は
じ
め
、
起

立
し
た
仙
田
村
の
人
た
ち
は
、
肝
心
の

左から、金山（故人）、和久井、上村、金子の各氏

村
長
様
が
座
っ
た
ま
ま
な
の
で
ど
う
し

た
も
の
か
と
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
だ
っ
た
。

合
併
の
話
は
ま
と
ま
っ
て
も
、
個
人
と

し
て
は
不
本
意
な
手
を
打
ち
た
く
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

千
手
は
町
で
ご
ざ
ん
す

　
金
子
　
合
併
の
資
料
に
目
を
と
お
し

ま
す
と
、
と
く
に
千
手
町
が
①
新
町
名

を
「
千
手
町
」
と
す
る
、
②
新
庁
舎
は

千
手
町
役
場
に
置
く
、
の
二
点
を
強
く

主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
話
が
も

つ
れ
て
合
併
が
長
引
き
ま
し
た
が
、
千

手
町
の
み
な
さ
ん
が
あ
あ
ま
で
こ
だ
わ

っ
た
意
図
は
奈
辺
に
あ
り
ま
し
た
か
。

　
金
山
　
な
に
ご
と
に
よ
ら
ず
、
中
村

　
　
　
　
　
く
ち
ぐ
せ

壮
吉
町
長
の
口
癖
は
「
千
手
は
町
で
ご

ざ
ん
す
」
だ
っ
た
。
皇
太
子
殿
下
の
ご

生
誕
を
記
念
し
、
発
電
所
景
気
に
勢
い

を
得
て
中
魚
沼
郡
で
二
番
目
に
で
き
た

由
緒
あ
る
千
手
町
だ
、
そ
の
千
手
の
名

が
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
な
ど
許
せ

な
い
と
い
う
感
情
が
強
か
っ
た
。
町
民

に
も
、
ま
た
、
千
手
町
の
最
後
を
見
届

け
た
丸
山
恒
正
町
長
に
も
こ
の
ム
ー
ド

が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
和
久
井
　
国
鉄
固
定
資
産
税
が
千
手

町
の
財
政
を
う
る
お
す
絶
頂
期
で
あ
っ

た
か
ら
、
合
併
し
て
上
野
、
橘
、
仙
田

村
に
も
分
け
あ
た
え
て
や
る
、
く
ら
い

の
強
い
気
構
え
を
も
っ
て
い
た
。

　
上
村
　
中
村
町
長
は
将
軍
様
み
た
い

　
ひ
げ
な
髭
を
生
や
し
、
義
理
人
情
に
厚
い
侠

客
肌
の
人
で
「
川
西
の
虎
」
と
も
い
わ

れ
た
。
川
西
郷
億
お
ろ
か
、
郡
市
一
帯
』

　
へ
い
げ
い

を
脾
睨
し
て
君
臨
し
た
町
長
だ
っ
た
。

新
町
名
と
庁
舎
位
置

　
上
村
　
上
野
村
と
橘
村
は
「
新
町
名

と
し
、
庁
舎
は
千
手
町
と
上
野
村
の
中

間
に
」
と
主
張
し
た
。
仙
田
村
は
「
町

名
は
川
西
町
と
し
、
庁
舎
の
位
置
は
上

野
村
と
橘
村
に
同
じ
」
と
主
張
し
た
が
、

千
手
町
が
譲
ら
な
く
て
歩
み
寄
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ひ
な
た

っ
た
。
そ
こ
で
、
小
日
向
地
方
事
務
所

長
が
「
新
町
名
は
川
西
町
と
し
、
役
場

の
位
置
は
向
山
た
め
池
（
現
在
の
総
合

体
育
館
）
付
近
に
置
い
た
ら
ど
う
か
」

と
調
定
案
を
出
し
た
。

　
金
山
　
千
手
町
は
こ
の
調
定
案
に

「
向
山
で
は
遠
す
ぎ
る
。
佐
渡
屋
商
店

の
後
方
に
置
く
な
ら
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、

三
力
村
側
が
折
れ
て
話
を
う
ま
く
ま
と

め
て
い
た
ら
、
川
西
町
役
場
は
い
ま
高

原
田
の
団
地
あ
た
ゆ
に
建
っ
て
い
た
。

　
和
久
井
　
話
は
こ
じ
れ
た
が
、
千
手

町
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
庁
舎
の
位
置

を
重
視
し
、
最
終
的
に
は
新
し
い
町
の

名
を
譲
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
夢
も
ふ
く
ら
む
川
西
町

　
金
子
　
千
手
町
が
あ
れ
ほ
ど
強
く
主

張
し
た
新
町
名
を
、
い
と
も
あ
っ
さ
り

と
「
川
西
町
」
に
同
意
し
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
…
。

　
和
久
井
　
上
野
村
と
橘
村
と
仙
田
村

が
一
致
し
て
「
川
西
町
」
を
主
張
し
て

い
る
、
こ
の
う
え
オ
ラ
が
「
千
手
町
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
孤
立
し
、
合
併

も
ご
破
算
に
な
る
と
い
う
結
果
を
恐
れ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
金
山
　
母
な
る
信
濃
川
の
西
に
、
無

限
に
発
展
の
可
能
性
を
も
つ
新
し
い
町

が
誕
生
す
る
意
義
を
尊
重
し
た
と
い
え

る
。
ま
た
、
主
張
が
激
し
く
対
立
し
て

決
裂
も
や
む
を
得
な
い
と
覚
悟
し
て
い

た
の
に
、
「
千
手
町
に
一
任
す
る
」
と
下

駄
を
預
け
ら
れ
て
意
気
に
感
じ
た
面
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
み
ず
ほ

　
ま
ぽ
ろ
し
の
瑞
穂
町

　
金
子
　
新
し
い
町
名
に
つ
い
て
、
川

西
町
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
名
が
あ

げ
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
お

　
上
村
　
上
野
村
の
内
山
恵
雄
助
役
が

「
米
ど
こ
ろ
に
ふ
さ
わ
し
く
瑞
穂
町
に

し
た
い
」
と
提
案
し
、
賛
同
者
も
あ
っ

た
が
、
他
県
に
も
同
名
の
町
が
あ
り
、

ま
た
、
む
ず
か
し
い
漢
字
の
名
は
将
来

の
た
め
に
も
よ
ろ
し
く
な
い
、
と
い
う

お
お
か
た
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

　
金
山
　
新
し
い
町
名
は
募
集
し
た
わ

け
で
な
く
、
仙
田
村
か
ら
提
案
さ
れ
て

　
　
い
き
さ
つ

い
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
だ
れ
い
う
と
な

く
「
川
西
町
」
が
い
ち
ば
ん
ふ
さ
わ
し

か
ろ
う
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

　
和
久
井
　
平
凡
で
も
の
足
り
な
い
と

い
う
議
員
も
い
た
が
、
簡
単
明
瞭
で
、

古
く
か
ら
使
い
な
れ
て
き
た
川
西
の
名

が
も
っ
と
も
適
切
で
あ
ろ
う
、
の
ち
の

世
ま
で
長
く
継
承
さ
れ
、
み
ん
な
に
愛

称
さ
れ
て
発
展
す
る
町
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
「
川
西
町
」
が
正
式
の

町
名
に
採
用
さ
れ
た
。
（
以
下
次
号
）
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忘
れ
ず
受
け
よ
う

　
　
運
転
免
許
所
有
者
講
習
会

　
町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
日
程

で
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
都
合
の
つ
く

会
場
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

地区 月　日 会　　　場

千手 9月19日休） 千手小学校体育館

上野 20日（金） 新潟川西農協本所

橘 24日（火） 橘小学校体育館

臼倉 25日ωO 旧臼倉小学校体育館

仙田 30日（月） 仙田小学校体育館

時間はいずれも午後6時30分からです

　
ほ
く
ほ
く
線
百
景
フ
オ
ト

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

◆
テ
ー
マ
　
ほ
く
ほ
く
線
の
あ
る
景
観

　
　
（
未
発
表
の
作
品
）

◆
応
募
規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ

　
切
り
（
ワ
イ
ド
四
ッ
切
り
も
可
）
、
応

　
募
点
数
制
限
な
し

◆
応
募
方
法
　
写
真
の
裏
側
に
次
の
事

　
項
を
明
記
し
た
紙
を
貼
り
付
け
る
。

　
題
名
、
．
撮
影
場
所
、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
職
業
（
ま
た
は
学
年
）
、
電
話

　
番
号

◆
締
め
切
り
　
十
一
月
末
日
（
当
日
消

　
印
有
効
）

◆
発
表
　
平
成
九
年
一
月
中
旬
。
入
賞

　
者
に
直
接
通
知

◆
賞
　
最
優
秀
賞
（
一
点
）
十
万
円
、

　
優
秀
賞
（
四
点
）
五
万
円
、
入
選

　
（
二
十
点
）
一
万
円

◆
応
募
窓
口

　
郵
送
の
場
合
…
北
越
急
行
㈱
ほ
く
ほ

　
く
線
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

　
（
六
日
町
大
字
六
日
町
二
二
七
－
二

　
J
A
六
日
町
支
所
三
階
　
暦
〇
二
五

　
七
－
七
〇
1
二
八
二
〇
）

　
持
参
の
場
合
…
ほ
く
ほ
く
線
百
景
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る

新
潟
フ
ジ
カ
ラ
ー
取
扱
い
専
門
店

新
大
医
学
部
附
属
病
院

　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

　
診
療
科
別
の
診
療
内
容
・
日
時
・
来

院
時
の
注
意
事
項
を
は
じ
め
、
特
定
機

能
病
院
で
あ
っ
て
も
紹
介
状
な
し
で
受

診
で
き
る
こ
と
な
ど
の
情
報
を
提
供
す

る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ァ
ッ
ク
ス

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

盈
〇
二
五
－
二
二
三
－
八
八
○
O

F
A
X
　
一
六
二
1
＃
二
八
七
1
0
二

　
五
－
二
二
一
二
－
六
三
七
四
1
0
一
＃

自
賠
責
　
な
け
れ
ば

　
　
　
乗
れ
な
い
走
れ
な
い

　
自
動
車
及
び
バ
イ
ク
に
は
、
自
賠
責

保
険
（
共
済
）
へ
の
加
入
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
無
保
険
（
無

共
済
）
で
走
る
と
、
六
カ
月
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ

ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
、
免
許
停

止
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
車
や
バ
イ
ク
の
保
険
（
共

済
）
は
大
丈
夫
で
す
か
。
も
し
契
約
切

れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
最
寄
り
の
損
害

保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ
イ
ク
・
自
転

車
店
等
）
、
農
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6／19川西高校でのミニバイク

　　乗車指導

町
立
保
育
園
の
代
替
職
員

　
　
　
　
登
録
者
募
集
中

　
町
で
は
、
職
員
に
替
わ
っ
て
臨
時
的

に
保
育
業
務
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
希
望
の

方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
期
間
　
平
成
八
年
十
月
一
日
か

　
ら
平
成
九
年
三
月
三
十
日

◆
職
種
　
保
母
及
び
調
理
員

◆
賃
金
（
保
母
は
日
賃
、
調
理
員
は
時

　
給
で
す
）

　
保
母
（
有
資
格
者
）
六
、
六
〇
〇
円

　
保
母
（
無
資
格
者
）
五
、
八
○
○
円

　
調
理
員
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
円

◆
登
録
資
格
　
通
勤
可
能
な
人

◆
申
込
期
限
　
九
月
二
十
七
日

◆
申
込
先
　
役
場
住
民
課
社
会
福
祉
係

　
（
盈
六
八
－
三
一
一
一
　
内
線
二
〇

　
四
　
有
線
一
二
三
二
）
、
ま
た
は
最
寄

　
り
の
町
立
保
育
園
ま
で

8．9．10⑫

◆
毎
◆
毒
◆
曝
◆
ち
◆
肇
◆
奪
◆
毒
◆
毎
◆
奪
◆
拳
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
象
◆
毒
◆
毒
◆
審
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
毒
◆
睾
◆
奪
◆
肇
◆
毒
◆
奪
◆
曝
◆
奪
◆
毒
◆
も
◆
墾
◆
肇
◆
睾
◆
象
◆
寺
◆
奪
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
象
◆
考
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
墾
◆
も
◆
象
◆
毒
◆
も
◆
肇
◆
墾
◆
毒
◆
ち
6

　　　…i自
　　　　目　　　　　3邑監
　　　　　　　　3思

　　　　　　　　（敬称略）
広報発行に

高橋恒治（志木市）　　　1万円

高橋丑松（寝屋川市）　　5千円

版　画

田口良平（木落）　　　　　1点

暮らしのカレンダー

10

　　癖　　　　　　　　　　　　　　　　　鶏

住民検診事後指導会（田戸公民館）
ママさん教室（保健センター）

ll 住民検診事後指導会（小脇集落センター・　　　　　　　　高倉集落センター）

12 住民検診事後指導会（保健センター）

13 リハビリ教室（保健センター）

14
灘…、li… 敬老の日・家庭の日

心配ごと相談（克雪センター）

16
ナカゴスフ。ラッシュ’96

　　　　　　（ナカゴグリーンパーク）

17 三混・二混予防接種②（克雪センター）

18 すくすく教室（総合センター）

19 三混・二混予防接種②（総合センター）

20 健康相談日（保健センター）三混・二混予防接種②（高齢者コミセン）

21
…i馨雛i…きi

心配ごと相談日（総合センター）

23 秋分の日

24 三混・二混予防接種②（上野コミセン）

25 成分献血（要予約・保健センター）

26 三混・二混予防接種②（総合センター）

27 リハビリ教室（保健センター）

28
iiii、iliii灘………i 心配ごと相談日・行政相談日

　　　　　　　　　　（総合センター）

30

1

納税等振替日

§　　　　　　　鶏

ポリオ生ワク（克雪センター）

2
3 ポリオ生ワク（上野コミセン）

4 ポリオ生ワク（高齢者コミセン）

5
きil…liii叢iiliiiきき 心配ごと相談（上野コミセン）

渋7毎川釣り’大会
新潟県パターゴルフチャンピオン大会（ナカゴ）

7 ポリオ生ワク（総合センター）

8
9
10
体育の日
第9回町民体育祭（川西中学校）

◎時間など詳しくは、広報お知ら

　せ版をご覧ください。



　
計
画
外
流
通
米
の

　
　
　
　
検
査
手
続
き
と
届
出

　
昨
年
十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
新
食
糧

法
等
に
よ
り
、
生
産
者
は
計
画
出
荷
米

（
自
主
流
通
米
と
政
府
米
）
以
外
の
米

（
計
画
外
流
通
米
）
に
つ
い
て
は
、
希

望
に
応
じ
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
検
査
等
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
新
潟
食
糧
事
務
所
十

日
町
支
所
（
a
五
七
－
六
五
二
一
）
ま

で
ど
う
ぞ
。

　
暴
力
団
を
排
除
し

　
　
　
　
住
み
よ
い
妻
有
郷
を

　
十
日
町
警
察
署
で
は
、
平
成
八
年
九

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ク
　
　
ザ
　
　
ゼ
ロ

月
三
十
日
を
八
、
九
、
三
、
○
の
日
と

し
、
暴
力
団
の
排
除
を
強
化
す
る
日
と

定
め
ま
し
た
。

　
暴
力
団
な
ん
て
ド
ラ
マ
の
世
界
な
ん

て
楽
観
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
妻
有
郷
で

も
暴
力
団
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
（
魯
五
二

1
0
一
一
〇
）

　
お
で
か
け
く
だ
さ
い

　
　
　
消
防
ひ
ろ
ば

◆
日
時
　
九
月
二
十
二
日
（
日
）
午
前

　
十
時
～
午
後
三
時
（
雨
天
時
は
九
月

　
二
十
九
日
。
時
間
同
じ
）

◆
場
所
　
十
日
町
市
役
所
裏
職
員
駐
車

　
場
◆
内
容
　
ミ
ニ
消
防
車
運
転
、
は
し
ご

　
車
試
乗
、
消
防
士
体
験
コ
ー
ナ
ー
他

　
楽
し
い
催
し
物
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
　
電
話
帳
回
収
し
ま
す

　
N
T
T
で
は
、
本
年
十
月
発
行
の
「
中

越
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
配
布
の
際
、
古
く

な
っ
た
電
話
帳
を
回
収
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
紙
資
源
と
し
て
再

利
用
す
る
た
め
の
も
の
で
、
九
月
十
三

日
～
九
月
三
十
日
の
間
に
行
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
不
在
等
に
よ
り
回
収
で
き

な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
、
ご
連
絡
（
十

月
十
一
日
ま
で
、
N
T
T
電
話
帳
お
届

け
セ
ン
タ
ー
魯
〇
一
二
〇
1
三
二
四
一

八
二
）
い
た
だ
け
れ
ば
回
収
に
う
か
が

い
ま
す
。

ゆ

一
小
わ
琶

㎜
　
岬
項
一
．
同
崎
正
風
選

ゆ

御
ダ
ム
澗
れ
て
大
夕
焼
も
底
と
な
る

ゆ

伸
　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

ゆ
御
孫
来
る
と
プ
ー
ル
に
朝
の
水
満
た
す

か

岬
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

ゆ

“
粧
ひ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
盆
来
る

か

岬
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

⇔…

デ
パ
ー
ト
に
新
米
川
西
コ
シ
ヒ
カ
リ

か

陣
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

な

引
夕
月
の
稲
穂
に
光
り
分
か
ち
け
り

”
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

ゆ

創
秋
七
草
旬
碑
公
園
を
散
策
す

か

樽
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
祷

ゆ
創
穂
ス
ス
キ
に
時
の
流
れ
る
早
さ
か
な

か

悼
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

ゆ

創
散
水
車
埃
上
げ
つ
・
撒
き
行
け
り

か

”
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

ゆ
創
台
風
の
事
な
き
窓
を
開
け
放
っ

が

”
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

ゆ

卸
手
も
足
も
や
た
ら
と
長
し
帰
省
の
子

が

鱒
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

ゆ

御
一
湿
り
欲
し
と
大
根
蒔
く
日
待
つ

ポ

”
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

、
遠
く
よ
り
祭
り
ば
や
し
の
威
勢
よ
く

　
木
落
に
お
住
ま
い
の
田
口
良
平
さ
ん

（
六
十
九
歳
）
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
版
画
「
雪
に
く
れ
る
」
は
、
五
九
豪

雪
を
描
い
た
も
の
。
町
総
合
セ
ン
タ
ー

に
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

穐
．
◆
墾
◆
毒
◆
奪
◆
聾
◆
墾
◆
塾
◆
塾
◆
毒
◆
塾
◆
墾
◆
墾
◆
も
◆
も
◆
も
◆
墾
◆
竈
．
◆
も
◆
も
◆
も
◆
墾
◆
墾
◆
も
．
◆
墾
◆
も
、
◆
毒
◆
毒
◆
墾
◆
、
奪
◆
毒
◆
奪
◆
も
◆
響
◆
集
．
◆
奪

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

菊
の
苗
四
つ
に
分
け
て
置
か
れ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

延
々
と
棒
並
木
や
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

懐
か
し
き
夕
顔
汁
や
盆
に
入
る

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

店
頭
に
に
い
が
た
と
有
る
西
瓜
買
う

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

厚
木
市
の
柳
は
風
に
ゆ
れ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
保
一

起
き
が
け
に
露
の
し
た
た
る
茄
子
を
も
ぐ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

漫
珠
沙
華
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
笠
地
蔵

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

踊
り
の
輪
明
る
く
暗
く
巡
り
た
る

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

大
輪
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
蝶
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

穂
を
つ
か
み
実
り
確
か
め
老
農
夫

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

今
朝
の
秋
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
か
と
締
め

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

ふ
く
ろ
う
の
鳴
き
し
夜
な
べ
の
手
を
休
む

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
㈲

　
　
　
ー
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
糖
尿
病
コ
ー
ス
ー

　
糖
尿
病
予
防
シ
リ
ー
ズ
も
五
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
糖
尿
病
と

は
ど
ん
な
病
気
か
、
ど
ん
な
こ
と
に
注

意
が
必
要
か
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
。
糖
尿
病
に
か
ぎ
ら
ず
、
成
人

病
の
予
防
に
は
。
食
生
活
“
と
。
運
動
習

慣
・
が
大
切
で
す
。
そ
の
大
切
さ
は
わ

か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
自
己
流
に
な
っ

　
そ
こ
で
町
で
は
、
糖
尿
病
の
方
を
対

象
に
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
糖
尿
病

コ
ー
ス
）
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
指
示
カ
ロ
リ
ー
を
基
に
、

何
を
ど
の
く
ら
い
食
べ
れ
ば
良
い
の
か

を
、
試
食
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
毎
日
使

っ
て
い
る
ご
は
ん
茶
わ
ん
に
よ
っ
て
具

体
的
に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
も
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
五

ヵ
月
間
、
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
に
三
日
間
基
本
を
学
習
し
、
年

末
年
始
の
生
活
の
乱
れ
が
ち
な
時
期
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
三
月
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査

を
行
う
と
い
う
、
計
五
日
間
の
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
室
を
終
了
さ
れ

た
方
の
中
に
は
、
糖
尿
病
型
か
ら
正
常

型
に
改
善
さ
れ
た
方
や
、
体
重
が
八
キ

ロ
グ
ラ
ム
も
減
っ
た
方
な
ど
成
果
を
上

げ
ら
れ
、
今
な
お
そ
の
健
康
状
態
を
維

持
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
も
、
仲
間
と
共
に
学

習
す
る
と
、
は
げ
ま
さ
れ
な
が
ら
身
に

つ
く
と
い
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
知
ら
せ
版
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室
を
の
遷

本
年
度
の
日
程
に
つ
い
て
は
・
後
日
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聡

ま
た
・
＋
月
四
旦
金
）
・
総
合
セ
ン
認

タ
ー
を
会
場
に
糖
尿
病
検
診
を
行
い
ま
爾
晦

㍑
髪
鎧
謹
難
蘇
齢
華
馨
鯵
猪
鵡

糖
尿
病
力
疑
わ
れ
る
方
が
約
三
割
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
糖
尿
病
検
診
対

象
者
に
は
個
別
通
知
し
ま
す
が
「
も
し

か
し
て
？
」
と
不
安
の
あ
る
方
も
、
一

度
検
診
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
問
い
合
わ
せ
は
保
健
係
（
魯
六
八
1

三
一
一
一
内
線
二
〇
八
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
緬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
冬
の
間
で
も
自
宅
で
で
き
る
運

　
動
を
お
教
え
し
ま
す

⑬8．9．10



　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
葛
葛

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
暑
き
き
篭
り
φ
骸
呂

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
も
な
み
貴
光

　
　
　
　
　
　
　
　
歩

　
　
　
　
り
ほ
　
徹

　
　
　
　
　
　
　
広
　
美

　
　
　
　
り
ょ
，
つ

　
　
　
　
　
　
　
直
　
光

　
　
　
　
　
～
真
奈
美

　
　
　
　
こ
う
へ
い

　
　
　
　
　
　
　
義
　
幸

丸
山
　
航
平

　
　
　
　
　
　
　
良
　
子

　
　
　
　
あ
み
和
彦

佐
藤
　
杏
海

　
　
　
　
　
　
　
美
加
子

　
　
　
　
り
ょ
う
光
司

丸
山
　
　
諒

　
　
　
　
　
　
　
智
恵
子

　
　
　
　
ま
さ
と
　
信

　
　
　
　
　
　
　
雅
恵

　
　
　
　
け
ん
や
喜
紀

藤
田
　
健
也

　
　
　
　
　
　
　
い
づ
み

井
川
　
萌
波
　
　
　
新
町
新
田

滋
野
　
莉
穂
　
　
　
野
　
口

中
島
　
　
菱
　
　
　
新
町
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田

柄
沢
　
真
郷
　
　
　
沖
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
深

　
　
表
紙
の
写
真

　
八
月
二
十
六
日
の
夕
方
、
上
野
諏
訪

ま
つ
り
の
名
物
行
事
と
し
て
、
地
元
は

も
と
よ
り
妻
有
郷
に
も
聞
え
た
仮
装
大

会
。
第
三
十
二
回
を
数
え
た
今
回
は
、

子
供
の
部
に
二
団
体
、
大
人
の
部
に
は

個
人
八
人
と
八
団
体
が
参
加
し
、
思
い

思
い
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
扮
装
で
、
詰

め
掛
け
た
大
勢
の
観
衆
の
笑
い
と
拍
手

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

須高金上春中村千川酒須　
＿＿聾山村日嶋越葉崎井藤奏武丸中樋

キン良忠徳塑　安繁ト林1田山村ロ
クヲ晃雄松二良男子ミ次一、
　　　　　　　　　　　ヒ8887868080797874737267め千康友博
一一一一一＿＿＿＿＿＿香千直良英　　吉安　三林2子彦貴之
鶴　　　勇勲　　正　　福
子司晃雄　　一男　治次を岩原愛下

＝＝＝＝＝＝雷＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝33＝＝＝

（
8
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

を
誘
い
ま
し
た
。

　
大
人
の
部
団
体
の
第
一
位
は
、
地
元

上
野
第
二
の
上
村
庄
作
さ
ん
を
代
表
と

す
る
総
勢
二
十
五
名
に
よ
る
「
か
ぐ
や

姫
」
。
き
ら
び
や
か
な
衣
装
で
竹
取
物

語
を
再
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
十
日
町
市
か
ら
参
加
の
お

ど
り
愛
好
会
に
よ
る
「
白
き
つ
ね
の
嫁

入
り
」
三
三
九
度
の
場
面
で
す
。
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》
「
夏
男
」

　
3
年
生
高
橋
俊
博
さ
ん

箋

9月15日大島医院（川原町）

　　　魯52－2957

　16日上村病院（中里村）

　　　a　63－2111
　22日大坪医院．（四日町）

　　　魯57－6100

23日田中外科医院（田中町）

　　　盈　52－2403

　29日山口医院（下条）
　　　　a　55－2003

10月6日上村病院（中里村）

　　　　費63－2111

10日池田医院（本町西）

　　費52－2581

13日田中外科医院（田中町）

　　費　52－2403

　
　
　
　
緯

逮
一
羅
　
、
∫

●休日救急医

「
H
l
K
A
R
l
」

〈
3
年
生
水
品
早
絵
さ
ん

翻

麟

懸

▲「青い空」
1年生金子めぐみ　さん

蕪
鞍
醐

脚
一

聾

慧纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
》
蘇
覧
　
　
　
　
　
　
　
さ

隷縷聯

鼎

．
轟
鍛
　
麟

　
　
澱
蕨
雛
働
．
▲
－

　
　
　
㌃
斎
薩
・

　
　
　
濯
運
擁

　
　
　
　
　
φ
濫
夢

譜
　
卿
一
　
　
■

ぎ

▲「柔らかな山岳風景」

1年生星名宏孝さん

　rチューリップ」

▼2年生木村祐子さん

八
川
西
中
学
校
丁

＾岬ヤ

墜
鍾縛

鎌

8．9．10⑭

▲「君の瞳を求めて」

2年生若山博彰さん

「波」

年生渡貫正嗣さん
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（10月号は千手小学校です）


